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令和７年加美町議会第３回定例会会議録第４号 
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教 育 長  鎌 田   稔 君 
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学校教育環境整備推進室長  渡 辺 信 行 君 
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農業委員会事務局長  佐 藤 登志子 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    事務局職員出席者 

事 務 局 長  青 木 成 義 君 

次長兼議事調査係長  尾 形 智 弘 君 

主 幹 兼 総 務 係 長  猪 股 直 人 君 
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    議事日程 第４号 

    第 １ 会議録署名議員の指名 

    第 ２ 認定第 １号 令和６年度加美町一般会計歳入歳出決算認定について 

    第 ３ 認定第 ２号 令和６年度加美町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

    第 ４ 認定第 ３号 令和６年度加美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
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ついて 

    第 ５ 認定第 ４号 令和６年度加美町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

    第 ６ 認定第 ５号 令和６年度加美町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

    第 ７ 認定第 ６号 令和６年度加美郡介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

    第 ８ 認定第 ７号 令和６年度加美町霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について 

    第 ９ 認定第 ８号 令和６年度加美町営駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

    第１０ 認定第 ９号 令和６年度加美町下水道事業会計歳入歳出決算認定について 

    第１１ 認定第１０号 令和６年度加美町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

    第１２ 報告第 ８号 令和６年度決算に基づく加美町健全化判断比率及び公営企業に

おける資金不足比率について 

    第１３ 諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

    第１４ 議員派遣の件について 

    第１５ 閉会中の継続調査について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    本日の会議に付した事件 

     日程第１から日程第１５まで 
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     午後２時００分 開議 

○議長（味上庄一郎君） 皆さん、本日は大変ご苦労さまです。 

  ただいまの出席議員は15名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（味上庄一郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、７番三浦又英君、８番伊藤由子

さんを指名いたします。 

                                            

     日程第 ２ 認定第 １号 令和６年度加美町一般会計歳入歳出決算認定について 

     日程第 ３ 認定第 ２号 令和６年度加美町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

                  決算認定について 

     日程第 ４ 認定第 ３号 令和６年度加美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

                  算認定について 

     日程第 ５ 認定第 ４号 令和６年度加美町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 

                  について 

     日程第 ６ 認定第 ５号 令和６年度加美町介護サービス事業特別会計歳入歳出 

                  決算認定について 

     日程第 ７ 認定第 ６号 令和６年度加美郡介護認定審査会特別会計歳入歳出決 

                  算認定について 

     日程第 ８ 認定第 ７号 令和６年度加美町霊園事業特別会計歳入歳出決算認定 

                  について 

     日程第 ９ 認定第 ８号 令和６年度加美町営駐車場事業特別会計歳入歳出決算 

                  認定について 

     日程第１０ 認定第 ９号 令和６年度加美町下水道事業会計歳入歳出決算認定に 

                  ついて 

     日程第１１ 認定第１０号 令和６年度加美町水道事業会計歳入歳出決算認定につ 

                  いて 

○議長（味上庄一郎君） お諮りいたします。 
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  日程第２、認定第１号令和６年度加美町一般会計歳入歳出決算認定についてから、日程第11、

認定第10号令和６年度加美町水道事業会計歳入歳出決算認定についてまで、以上10件はいずれ

も令和６年度決算であり、関連しておりますので、会議規則第36条の規定に基づき一括議題に

したいと思います。これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって、日程第２、認定第１号から日程第11、

認定第10号までを一括議題とすることに決定いたしました。 

  この認定第１号から認定第10号までは、令和６年度決算審査特別委員会に付託しておりまし

たので、審査結果について委員長の報告を求めます。決算審査特別委員会委員長三浦又英君、

ご登壇願います。 

     〔決算審査特別委員会委員長 三浦又英君 登壇〕 

○決算審査特別委員会委員長（三浦又英君） 令和６年度決算審査特別委員会の報告をいたしま

す。 

  本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第

76条の規定により報告いたします。 

  認定第１号令和６年度加美町一般会計歳入歳出決算認定については、原案認定であります。 

  認定第２号令和６年度加美町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、原案認

定であります。 

  認定第３号令和６年度加美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、原案認定

であります。 

  認定第４号令和６年度加美町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、原案認定であり

ます。 

  認定第５号令和６年度加美町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について、原案認

定であります。 

  認定第６号令和６年度加美郡介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定について、原案認定

であります。 

  認定第７号令和６年度加美町霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について、原案認定であり

ます。 

  認定第８号令和６年度加美町営駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について、原案認定で

あります。 
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  認定第９号令和６年度加美町下水道事業会計歳入歳出決算認定について、原案認定でありま

す。 

  認定第10号令和６年度加美町水道事業会計歳入歳出決算認定について、原案認定であります。 

  令和６年度決算審査を終えましたので、一言申し上げます。 

  町の財政状況においては、普通会計の決算収支は黒字となっているものの、単年度収支は３

年連続の赤字となり、実質単年度収支においては、昨年度より約１億3,000万円の赤字増加と

なりました。 

  令和６年度は、行財政改革集中期間の４年目として、継続した一般行政経費の削減や、ふる

さと納税、企業版ふるさと納税寄附金の増加による自主財源の確保など、財政改革の取組の効

果は現れているものの、昨今の物価高騰や人件費の上昇による一般財源の負担増加分が上回り、

赤字体質の脱却には至っていない状況にあると思います。今後も着実に行財政改革に取り組み、

健全財政に努められるよう要望いたします。 

  最後に、決算審査において様々な要望、意見が出されました。特に若鮎給付型奨学金におい

て、奨学金の給付資格等について議論されましたので、検討していただくことを望みます。執

行部の皆様、住民満足度100％、日本一の町を目指して、町民の幸せの実現に取り組まれるこ

とを念じ、終わりとします。ありがとうございました。 

○議長（味上庄一郎君） 決算審査特別委員会委員長の報告が終わりました。 

  お諮りいたします。質疑は決算審査特別委員会において十分に尽くされたものと思いますの

で、質疑を省略して直ちに討論を行いたいと思います。これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって、質疑を省略して直ちに討論を行うこ

とに決定いたしました。 

  これより討論を行います。討論ございませんか。 

  お待ちください。討論がありますので、まず原案に反対者の討論を許可いたします。（「な

し」の声あり） 

  次に、原案に賛成の討論を許可いたします。14番高橋聡輔議員。ご登壇ください。 

     〔14番 高橋聡輔君 登壇〕 

○14番（高橋聡輔君） 令和６年度加美町決算認定について、賛成の立場から討論させていただ

きます。 

  令和６年度は、元旦に最大震度７を記録した能登半島地震が発生し、加美町からも町職員３
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チーム６人を被災地に派遣し、支援活動に従事していただいた年でありました。 

  このような年でありましたが、町職員におかれましては、加美町が持続可能な発展を目指し、

地域住民の幸福と安全を第一に考え、町長の掲げる住民満足度100％日本一の加美町に向けた

政策を、一歩ずつ着実に実行した成果として、高く評価すべき内容となっております。 

  財政運営の健全化についてですが、令和６年度は厳しい財政状況の中でも、堅実な歳入確保

と、適切な歳出管理に努めてきました。行財政改革集中期間の４年目として、枠配分方式とマ

イナスシーリングを継続しながら、歳入歳出全般にわたる聖域のない徹底した事業の見直しに

より、政策効果の高い事業に転化するといった方針の下、予算編成が行われ、執行されてきま

した。 

  しかし、エネルギー、物価高騰の対策、人件費の上昇のあおりを受け、非常に厳しい運営状

況の中、町職員の努力や工夫、そして町民の皆さんの協力のおかげで、総決算額は、歳入では

214億2,603万円、歳出205億6,711万円で、決算収支は８億5,892万円の黒字。実質収支は７億

3,592万円の黒字となりました。 

  主要施策の推進と成果としましては、長年の懸案事項であった利用自粛牧草の解決や、住民

バスの西古川駅への直行便運行への道筋がつき、町民の生活に明るい兆しも見えつつある状況

であります。さらには、新庁舎建設に向けた基本設計策定、台湾嘉義市との交流事業の足がか

り、加美町独自の「志教育スイッチオン」の開始など、近未来においても明かりを照らし出す

ような決算となりました。 

  各種取組として、人口減少対策でありますが、人口減少の中で地方創生の様々な政策パッケ

ージを活用し、取り組んできた移住定住対策については、各種支援策の充実や担当課のきめ細

かな対応等により、移住者の受入れが着実に進み、新たな人材の活用や関係人口増に結びつく

施策が展開されたと言えます。 

  子育て、福祉、医療分野の充実に関しましては、高齢化が進む中、加美町は高齢者福祉の充

実の取組として、介護サービスの強化、健康増進事業への積極的な事業が行われ、また住み慣

れた地域で安心して健康で暮らせる環境が整備されるよう努力を続けております。また、ＩＣ

Ｔを活用した子育て支援や、子ども食堂の開始なども進められ、全世代が安心して生活できる

まちづくりが確実に進展されています。 

  教育環境の整備といたしましては、さきに触れた加美町独自の「志教育スイッチオン」の開

催を通して、他の地域では体験できない仕掛けや取組が行われ、未来を担う子供たちに加美町

らしい教育の提供がなされていると言えると思います。また、町内学校施設の安全対策やＩＣ
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Ｔ教育環境の整備が進められ、田舎でありながらも都会に引けを取らない教育への意気込みと、

学びの質の向上に資する施策が着実に実施されています。加美町の次世代を担う子供たちが、

豊かな知識と創造力を育める教育環境が整備されたことは、将来の地域活性化にも大きく貢献

するものであります。 

  産業振興と地域活性化においては、加美町は、地域産業の振興にも積極的に取り組んできま

した。農業、林業、商工業それぞれの分野において、担い手の確保やブランド化支援などが推

進され、地域経済の活性化に寄与しています。 

  特に、台湾嘉義市との交流や地元産品のますますの販路拡大のためのグッズ作成の取組は、

今後の観光事業の強化につながり、まちの魅力発信と交流人口増加につながる重要な施策とな

ることと期待しております。 

  住民参加と協働によるまちづくりにおきましては、加美町の政策には、住民参加の意義が少

しずつかもしれませんが、着実に進展しているように感じられました。男女共同参画推進事業

では、様々な講演会の開催や、女性活躍推進交付金を活用したＬＩＮＥマーケター講座を開催

し、マーケター講座では、フリーランスとして町内の事業者から、公式ＬＩＮＥ構築運用業務

を受託する方も現れ、新たな働き方の創出に大きな成果を上げたと言えると思います。 

  また、公民館活動やボランティア活動など、町民と行政が一体となった協働のまちづくりは

地域の絆を強め、住民の主体性を高める結果となっております。 

  課題と今後への展望でございますが、令和６年度決算において明らかになった課題も存在し

ます。決算特別委員会の中では、聖域なき行政改革を意識し、今までに行ってきた事業に対し、

議会としても一度認めてきた事業に対しても、費用対効果を再点検し、健全財政に対して協議

する議論が多く見られました。 

  総務産業常任委員会の分野では、老朽化や使用頻度の低い既存施設の除却や統廃合、管理体

制によるダウンサイジング化、また、地方創生を活用して購入した物品や施設の活用や、今後

の継続に関しての是非に対して、議会としても様々な意見が出されたことから、今後の継続に

関しましては再度検討して、令和８年度予算編成につなげていくことを強く要望いたします。 

  教育民生常任委員会の分野、教育関係では、若鮎奨学金に対しての制度の明確化や学校魅力

化コーディネーターの実績や今後の体制、部活動地域移行に関する進度の遅れ等の心配の声が

上がっておりました。高齢福祉分野では、加美町の健康寿命が短いことに対する早急な対策を

講じ、誰もが健康で幸せな生活を送るための事業施策の展開が期待される声が多く指摘されま

した。 
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  以上の事柄についてとして、執行部に十分な議論、検討を重ね、令和８年度予算に上程する

ことを強く望みます。 

  しかしながら、令和６年度の加美町決算は、健全な財政運営、住民福祉の向上、教育環境の

整備、安全防災体制の強化、産業振興など、多岐にわたる分野で成果を上げており、町民一人

一人の生活の質の向上に寄与したと言えます。課題が山積する時代にあっても、加美町は未来

を見据え、町民満足度100％日本一に向かって進んでおります。 

  石山町政のゴールとしては、まだまだ長い道のりかもしれませんが、今後も執行部、議会が

一丸となり、共に町政発展のために尽力することを願います。 

  以上により、令和６年度加美町決算認定に賛成するものであり、議員各位のご賛同を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（味上庄一郎君） 次に、原案に反対者の討論を許可いたします。（「なし」の声あり） 

  次に、原案に賛成者の討論を許可いたします。（「なし」の声あり） 

  次に、原案に反対者の討論を許可いたします。（「なし」の声あり） 

  なしと認めます。次に、原案に賛成者の討論を許可いたします。（「なし」の声あり） 

  なしと認めます。ほかに討論ございませんか。（「なし」の声あり） 

  討論なしと認めます。これにて討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  決算審査特別委員会に付託されました認定第１号令和６年度加美町一般会計歳入歳出決算認

定についての採決を行います。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第１号令和６年度加美町一般会計

歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第２号令和６年度加美町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定についての

採決を行います。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第２号令和６年度加美町国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第３号令和６年度加美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についての採

決を行います。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第３号令和６年度加美町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第４号令和６年度加美町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についての採決を行

います。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第４号令和６年度加美町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第５号令和６年度加美町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定についての

採決を行います。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第５号令和６年度加美町介護サー

ビス事業特別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第６号令和６年度加美郡介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定についての採

決を行います。 

  この表決は起立によって行います。 
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  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第６号令和６年度加美郡介護認定

審査会特別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第７号令和６年度加美町霊園事業特別会計歳入歳出決算認定についての採決を行

います。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第７号令和６年度加美町霊園事業

特別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第８号令和６年度加美町営駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定についての採決

を行います。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第８号令和６年度加美町営駐車場

事業特別会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第９号令和６年度加美町下水道事業会計歳入歳出決算認定についての採決を行い

ます。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第９号令和６年度加美町下水道事

業会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

  次に、認定第10号令和６年度加美町水道事業会計歳入歳出決算認定についての採決を行いま
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す。 

  この表決は起立によって行います。 

  本件に対する委員長報告は原案認定であります。なお、賛否を表明しない方は反対とみなし

ます。本件は委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

     〔賛成者起立〕 

○議長（味上庄一郎君） 全員起立であります。よって、認定第10号令和６年度加美町水道事業

会計歳入歳出決算認定については原案のとおり認定されました。 

                                            

     日程第１２ 報告第８号 令和６年度決算に基づく加美町健全化判断比率及び公営企 

                業における資金不足比率について 

○議長（味上庄一郎君） 日程第12、報告第８号令和６年度決算に基づく加美町健全化判断比率

及び公営企業における資金不足比率についての報告を求めます。町長。 

○町長（石山敬貴君） 報告第８号令和６年度決算に基づく加美町健全化判断比率及び公営企業

における資金不足比率についてご説明を申し上げます。 

  本案件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定

に基づき、町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するものと

して、４つの財政指標及び公営企業における資金不足比率について報告するものでございます。 

  初めに、実質赤字比率と連結実質赤字比率についてご説明いたします。 

  実質赤字比率は、普通会計の赤字の割合を表し、連結実質赤字比率は、特別会計を含めた全

会計の赤字の割合を表すもので、この２つの財政指標につきましては、令和６年度において全

ての会計が黒字であったことから、いずれも赤字比率は表示されないものでございます。 

  次に、実質公債費比率についてですが、これは加美町が負担する公債費等が財政規模に対し

てどれくらいの割合かを表し、令和４年度から令和６年度まで３年間の平均値を実質公債費比

率としているものでございます。令和６年度の実質公債費比率は、令和５年度の7.4％から0.4

ポイント減少し7.0％となっております。 

  次に、将来負担比率についてですが、これは公債費や債務保証など、加美町が将来負担すべ

き実質的な負債が、財政規模に対しどれくらいの割合かを表したものでございます。令和６年

度の将来負担比率は20.7％となっており、早期健全化基準350％を下回っております。これは

令和５年度の18.7％に対し、2.0ポイント増加しております。 

  最後に、資金不足比率についてですが、下水道事業会計、水道事業会計のいずれの会計にお
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いても黒字であったため、資金不足比率は表示されないものでございます。 

  以上、全ての数値において、健全化の範囲内にありますことをご報告させていただきます。 

○議長（味上庄一郎君） 報告が終わりました。 

  続いて、監査委員の審査意見書の報告を求めます。代表監査委員、ご登壇ください。 

     〔代表監査委員 田中正志君 登壇〕 

○代表監査委員（田中正志君） 監査委員の田中でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。それでは、ご報告させていただきます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定により、審

査に付されました令和６年度加美町財政健全化判断比率及び公営企業における資金不足比率に

ついて審査を行い、その結果につきましては、令和７年９月４日、町長へ審査意見書を提出い

たしております。 

  初めに、令和６年度財政健全化審査意見書について申し上げます。 

  １ページをお開き願います。 

  審査の結果は、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも

適正に作成されているものと認められました。また、実質赤字比率、連結実質赤字比率につい

ては、令和６年度の決算収支が黒字でありますことから、いずれも該当はいたしません。実質

公債比率７％、将来負担比率20.7％と、いずれも早期健全化基準より下回っております。 

  是正改善を要する事項につきましては、実質公債比率が前年度より0.4ポイント低下してお

り、早期健全化基準はもとより地方債許可団体基準も下回り、財政の健全化が図られているも

のと判断されますが、今後も地方債の発行抑制に努められ、財政状況の改善に取り組まれるよ

う望むものであります。 

  次に、令和６年度下水道事業会計、同じく水道事業会計における経営健全化審査意見書につ

いて申し上げます。 

  いずれの会計におきましても、町長から提出されました資金不足比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載しました書類は適正に作成されているものと認められました。 

  資金不足比率につきましては、令和６年度における資金剰余金が、下水道事業会計では１億

6,703万9,000円、水道事業会計におきましては６億7,885万1,000円、それぞれございますので、

資金不足比率には該当いたしません。 

  よって、特に指摘すべき是正改善を要する事項はございませんでした。 

  以上、ご報告とさせていただきます。ありがとうございました。 
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○議長（味上庄一郎君） 報告が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。 

  これにて報告第８号令和６年度決算に基づく加美町健全化判断比率及び公営企業における資

金不足比率についての報告を終わります。 

                                            

     日程第１３ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

○議長（味上庄一郎君） 日程第13、諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついてを議題といたします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（石山敬貴君） 諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてご説明

を申し上げます。 

  本案件につきましては、現在欠員となっております人権擁護委員に、中新田地区の鈴木文也

氏を新たに推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、法務大臣に人権擁護

委員の候補者の推薦に当たり、議会の意見を求めるものでございます。 

  任期は令和８年１月１日から令和10年12月31日までの３年間となりますが、人権擁護委員は

法務大臣の委嘱となり、その手続に約３か月を要するため、今議会に諮問するものでございま

す。 

  なお、議案資料として略歴を記載した資料を添付しておりますので、参考にしていただきた

いと思います。 

  よろしくご審議の上、ご同賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（味上庄一郎君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。 

  本件は人事案件につき、先例89により討論を省略いたします。 

  直ちに、諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについての採決を行います。 

  お諮りいたします。本件は原案のとおり、鈴木文也さんを答申することにご異議ございませ

んか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって、諮問第１号人権擁護委員の推薦につ
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き意見を求めることについては、原案のとおり答申することに決定いたしました。 

                                            

     日程第１４ 議員派遣の件について 

○議長（味上庄一郎君） 日程第14、議員派遣の件についてを議題といたします。 

  本件につきましては、会議規則第125条の規定により、派遣について資料のとおりでありま

す。 

  お諮りいたします。 

  本件について、資料のとおり議員を派遣することにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって、議員派遣の件につきましては、この

とおり派遣することに決定いたしました。 

                                            

     日程第１５ 閉会中の継続調査について 

○議長（味上庄一郎君） 日程第15、閉会中の継続調査についてを議題といたします。 

  各委員長から委員会において調査中の事件について、会議規則第74条の規定により、総務産

業常任委員会委員長三浦又英君より、安全で安心して暮らせる生活基盤の整備について、産業

振興について、行財政改革の進捗状況と政策課題について、教育民生常任委員会委員長早坂伊

佐雄君より、学校教育及び生涯学習の充実について、共生社会の実現に向けた保健・医療及び

福祉体制の充実について、議会広報常任委員会委員長高橋聡輔君より、議会だよりの編集に関

する事項について、議会運営委員会委員長木村哲夫君より、本会議の会期日程等議会の運営に

関する事項について、議会改革、議会活性化等について、放射性汚染廃棄物処理等調査特別委

員会委員長三浦英典君より、放射性汚染廃棄物等の処理促進に関する事項について、鳴瀬川ダ

ム建設に関する整備調査特別委員会委員長早坂伊佐雄君より、鳴瀬川ダム建設に関する事項に

ついて、再生可能エネルギー発電事業等に関する調査特別委員会委員長早坂忠幸君より、再生

可能エネルギー発電事業等に関する事項について、以上７委員会から閉会中の継続調査の申出

があります。 

  お諮りいたします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ご

ざいませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって、各委員長からの申出のとおり、閉会
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中の継続調査とすることに決定いたしました。 

  以上をもちまして、本定例会に付議された案件の審議は全て議了いたしました。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は９月24日までとなっておりますが、会議規則第７条の

規定により、本日をもって閉会したいと思います。これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって会期中ではありますが、本日をもって

閉会することに決定いたしました。 

  以上をもちまして、令和７年度加美町議会第３回定例会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

     午後２時４５分 閉会 

                                            

  上記会議の経過は、事務局長青木成義が調製したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名する。 

  令和７年９月１９日 
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